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日本核医学会学術総会は昨年で 50 回を数えまし
た．半世紀という短いようで長い年月を経て，一
つの区切りを迎えたことになります．多くの会員
の先生方や関係各位のご尽力に感謝いたします．
また，これを機に本田会長の手で記念誌が発刊さ
れました．中を拝見すると歴史的に貴重な資料や
写真が掲載されているとともに，記憶に新しい近
年の長足の進歩が手に取るように伝わってきま
す．私も，私が関わっている地方会の歴史を紐解
いてみました．学術総会からは 5 年遅れでのス
タートだったようですが，初回から放射線科のみ
ならず内科・外科・産婦人科・泌尿器科・生化学
など幅広い分野から 300 名の参加者を集めたそう
です．核種は 131I のほかに，203Hg，  85Kr など現在
は用いられていないものも見られ，99mTc はまだ普

及していません．ところが当時の評論や総説など
に書かれている核医学の将来展望の記事を見てみ
ますと，機能や代謝の測定，画像化，分子核医学
治療などがすでにしっかり書かれています．驚い
たことに，現在われわれが将来構想として描いて
いるものの多くは，実は 50 年前にすでに描かれて
いたようです．中には実用化されたものもあれ
ば，まだまだ実用化には時間がかかりそうなもの
もあります．いずれにせよ，諸先輩方の将来を見
通す眼力には感服いたしました．
今年は卯年．「暑」 の字に集約された昨年の鬱陶

しさを早く追い払って，大きな耳で重要な情報を
漏らすことなく，持ち前の跳躍力で大きな飛躍の
年にしたいと思います．是非，50 年前の先輩方か
ら賛辞をもらえるような新しい 50 年を築くべく，
編集委員会としても頑張りたいと思います．

（佐々木雅之）　


